
“胸やけ”に悩んでいませんか？
胃酸が上がって“胸やけ”をする病気
「胃食道逆流症」が注目されています

胃食道逆流症GERD（ガード）とは･･･
どんな病気？
胃食道逆流症とは、「胃の中の物が食道に逆流するこ

とによって起こる病気」ということです。胸やけを始
め、いろんな厄介な症状を起こします。そんな人の食道
を覗いてみますと、実際にただれの強い食道炎のことも
あれば、一見何も無い人までいろいろです。食道には病
変がほとんどないのに胸やけで悩んでいる人も多く、食
道炎の程度と症状の強さはあまり関係ないと言われてい
ます。強い炎症があるのに症状の訴えが弱かったり、そ
の逆だったりすることがよくあります。それで、逆流に
よる症状の訴え、もしくは逆流による食道の炎症所見の
どちらか一方でもあれば、私たちは「胃食道逆流症」略
称GERD（ガード）と診断して治療します。近年、高齢
化や脂肪食などの食生活の欧米化などに伴い、この
「ガード」が非常に増加し注目されてきています。ガード
の治療には、患者さん自身が病気のしくみを理解し対策を
とるのが重要ですので、そのことを中心に解説します。
食べたものが食道に逆流しない訳
食道と胃のつなぎ目付近には複雑な逆流防止の仕組み

があります。専門的には面倒くさい名前がついています
が、胃の入り口「噴門」付近の機能です。普段は、この
働きで噴門は閉じていますが、食べ物を飲み込むと反射
的にここが数秒間緩んで、食べ物を胃の方へ通してやる
のです。
胃は大量の胃液を出しています。自分の体から出たも

のだからマイルドなものであろうと思う人もいるでしょ
うが、とんでもありません。その正体は塩酸と強力な蛋
白分解酵素の溶液です。ですから胃の中は、強い酸を
使って食物をドロドロに分解していく工場のようなもの
です。実は、胃の粘膜には、胃液から自分を守るしっか
りした防御能があり、食べ物は溶かしながら自分は溶か
されません。胃粘膜が障害を受けて防御能が損なわれる
と、その部分は胃液にやられて次第に大きな穴が“ほげ
て”いきます。これが胃潰瘍です。ところが、食道はこ
の防御能を持ちませんから、胃液が逆流すると傷害され
ます。しかし、食べ物が通過すると噴門はすぐに閉じる
ので、このとき胃液は逆流しないのです。
なぜ胃液が逆流するようになるの？　

　噴門は食べ物を飲み込むときだけ緩むのでしょうか？
実は、胃が強く膨らんで内部の圧が上がってくると時々
一過性に緩みます（ゲップのメカニズム）。この“一過性
弛緩”は主に食後に見られ、噴門は嚥下時よりゆっくり
と閉じ、空気と一緒に胃液が逆流することがあります。
ガードでは健常者に比べこの胃液逆流する率が高いので

す。軽症ガードの胃液逆流はほとんど一過性弛緩時に起き
ています。
逆流防止の部分に明らかに障害があれば、噴門の閉じ

る力が落ち、胃の回りの腹圧が上がった時に簡単に胃液
が逆流するようになりますし、さらに機能不全の状態に
なれば、噴門はほとんど閉じなくなり、昼夜を問わず持
続的に逆流する様になります。重症ガードでは、このよ
うな逆流の仕方が加わってきます。
症状は？
胸やけやすっぱいものが上がるといった食道関連の症

状以外に、狭心症のような胸痛・慢性の咳・喉の違和感
や声のかすれ、さらには夜間の症状による睡眠障害など
多岐に渡ります。また、食道下部の特殊な癌の原因にな
ります。ガードは良性疾患ですが、不快な身体症状に加
え、社会生活や心理面への影響から「生活の質QOL」が
非常に低下する疾患として注目されています。それだけ
悩ましい病気ということですが、反面うまく治療すれ
ば、大いに生活の質が改善するとも言えるのです。
対策は？（手術が必要なこともありますが、今回の

話からは省略します）
ガードと診断したら、通常、薬をのんでもらいます。

並行して以下のような生活改善をします。一過性弛緩を
起こす食行動は控えます。炭酸飲料・早食い（空気を一
緒に飲み込んでしまう）・暴飲暴食・高脂肪食などで
す。また、腹圧がかかると逆流しやすくなりますので、
前かがみ姿勢（草むしりは姿勢を工夫しましょう）はな
るべく避け、便秘や肥満の改善に取り組み、食後は“一過
性弛緩”が起きるので、横にならないようにします。
以上、症状発現のしくみと対策について解説しまし

た。他の疾患の除外や食道裂孔ヘルニアをはじめ食道病
変の判定なども重要です。気になる方は医師に相談して
ください。

地域医療センター所長　市原明比古（内科）
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た
だ
広
い
丘
陵
地
の
本
体
で
す
か
ら
、そ
の
様
子

が
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。「
外
縁
地
区
」は
無
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
小
結
】

江
栗
城
跡
は
、田
中
城
の
代
り
と
な
る
様
な

本
城
ク
ラ
ス
の
山
城
で
す
。一
方
、志
口
永
城
跡

は
、砦
ク
ラ
ス
の
丘
城
で
、両
者
を
、そ
の
ま
ま
比

較
は
出
来
ま
せ
ん
が
、「
真
の
城
域
」の
あ
り
様
は

全
く
同
じ
で
、「
外
縁
地
区
」の
様
子
が
異
な
る

事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

Ⅰ
郭
は
、「
詰
め
の
城
」で
す
。

尾
根
は
、こ
れ
か
ら
再
び
、帯
状
地
形
と
な
っ

て
、北
側
へ
長
く
延
び
て
い
き
ま
し
た
。北
端
部

分
の
見
極
め
が
非
常
に
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

も
う
こ
れ
以
上
、縄
張
り
は
延
び
な
い
で
あ
ろ
う

と
い
う
所
ま
で
、調
査
の
手
を
広
げ
ま
し
た
。そ

こ
は
、尾
根
の
括
れ
部
で
、西
側
と
北
側
で
、大
き

な
迫
地
が
食
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。地
形
の
大
き

な
変
化
点
で
、「
城
尾
」か
ら
は
、長
さ
６
０
０ｍ
に

も
達
し
ま
し
た
。

結
論
と
し
て
、江
栗
城
跡
の
縄
張
り
は
、「
城

尾
」区
域
が「
真
の
城
域
」で
、そ
の
北
側
の
尾
根

が「
外
縁
地
区
」で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し

た
。外
縁
地
区
に
は
、「
詰
め
の
城
」も
含
む
考
え

で
す
。こ
の
様
に
考
え
な
い
と
、城
跡
の
縄
張
り

が
成
立
し
な
い
の
で
す
。「
堀
切
か
ら
先
は
、城
外

で
す
」と
言
い
切
る
こ
と
は
、到
底
、出
来
ま
せ

ん
。江
栗
城
跡
で
は
、こ
の
事
が
は
っ
き
り
言
え
る

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

〔
参
考
資
料・志
口
永
城
跡
〕

こ
の
城
跡
は
、丘
陵
地（
本
体
）か
ら
東
側
に
突

出
し
た
派
生
尾
根
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。入
口

は
、江
栗
城
跡
よ
り
も
、も
っ
と
極
端
で
、尾
根
筋

は
、や
せ
馬
の
背
中
の
様
な
地
形
を
し
て
い
ま

す
。両
側
は
、小
谷
で
す
。こ
こ
を
渡
り
切
る
と

小
山
の
地
形
で
、城
内
と
な
り
ま
す
。「
真
の
城

域
」の
縄
張
り
の
展
開
は
、江
栗
城
跡
と
良
く
似

て
い
ま
す
が
、「
外
縁
地
区
」に
あ
た
る
個
所
は
、

作
成
の
地
形
図（
縮
尺
２
千
５
百
分

の
１
）で
江
栗
城
跡
を
見
る
と
、か
な

り
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。北

方
向
か
ら
南
下
し
て
き
た
低
山
が
字
名「
城
尾
」

の
地
内（
標
高
53ｍ
）に
入
る
個
所
で
極
端
に
括

れ
ま
す
。そ
れ
か
ら
先
、東
西
に
大
き
く
広
が

り
、南
縁
は
菊
池
川
の
沿
岸
に
接
し
ま
す
。地
形

図
で
、そ
の
範
囲
を
概
算
す
る
と
、少
な
く
と
も

東
西
の
長
さ
２
６
０ｍ
、南
北
１
２
０ｍ
の
規
模
に

な
り
ま
す
。地
形
の
括
れ
個
所
に
は
、堀
切
が
埋

没
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。常
識
的
に
は
、こ
の

「
城
尾
」地
内
が
江
栗
城
跡
で
す
。

今
回
、江
栗
城
跡
調
査
を
始
め
る
時
、益
永
浩

仁
文
化
係
長
と
綿
密
な
計
画
を
練
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、「
堀
切
を
挟
ん
だ
北
側
の
地
形
は
、城

跡
の
縄
張
り
と
全
く
無
関
係
な
の
だ
ろ
う
か
」

と
、以
前
か
ら
気
に
な
って
い
た
か
ら
で
す
。

先
の
菊
水
町
史
編
纂
時
期
の
際
は
、調
査
期

間
も
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、「
城
尾
」個
所
の

概
略
調
査
に
留
ま
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、堀
切
か
ら
北
側
の
山
の
中
を
、徹
底

的
に
歩
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、城
地
を
構
成
す

る
低
山
は
、基
本
的
に
帯
状
地
形
の
尾
根
で
あ
る

事
が
判
明
し
ま
し
た
。堀
切
か
ら
程
な
く
し
て
、

尾
根
は
、一旦
、小
山
地
形
に
な
り
、そ
こ
か
ら
、さ

ら
に
西
側
へ
小
尾
根
が
張
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

端
部
は
、こ
れ
ま
た
、小
山
で
、裾
部
に
至
る
ま
で

造
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ど
う
見
て
も
、西
端
の

町
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江栗城後　城尾周辺地図 志口永城跡全体図
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水
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編
纂
委
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会
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江
栗
城
跡

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方
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